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自己評価・外部評価・運営推進会議活用ツール    ２０２５年 グループホームなごみ 

№ タイトル 評価項目 自己評価 記述 運営推進会議で話しあった内容 外部評価 記述 

Ⅰ.理念・安心と安全に基づく運営         

1 理念の共有と実践  

地域密着型サービスの意義をふまえた

事業所理念をつくり、管理者と職員は、そ

の理念を共有して実践につなげている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

事業所理念は、玄関に掲示している。ま

た毎日の申し送り時間に行動指針を唱

和することで、一日の仕事に取り組んで

いる。そのほか、生産性向上のための気

づきシート記入により、業務の課題を共

有している。 

      

2 
事業所と地域との

つきあい 

事業所は、利用者が地域とつながりなが

ら暮らし続けられるよう、認知症の人の理

解や支援の方法などを共有し、事業所自

体が地域の一員として日常的に交流して

いる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 この地域の自治会に加入しており、回

覧板を届け、地域の清掃活動にも職員

が代表で参加している。小中学校や保育

園との交流も行い、なごみ祭りにも地域

住民の多くの参加をいただいた。 

 そのほか、西小林中学校への認知症

サポーター養成講座に講師として参加

し、認知症への理解を深めてもうよう努

めている。 

 なごみ祭りや小中学校との交流もできてい

るので、今後も続けて交流を図ってらいたい 
    

3 
運営推進会議を活

かした取り組み 

運営推進会議では、利用者やサービス

の実際、評価への取り組み状況等につ

いて報告や話し合いを行い、そこでの意

見をサービス向上に活かしている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 運営推進会議での、行事や利用者状

況の報告をおこない、委員の方からの意

見も頂いており、その意見は職員会議に

て直接職員にも伝えるようにしている。 

 改善すべき意見などについては、職員

間で協議している。 

職員会議録を見ても、その都度運営推進会

議の報告がなされており、意見についてしっ

かり受け入れてらえているようだ 

    

4 市町村との連携 

市町村担当者と日頃から連絡を密に取

り、事業所の実情やケアサービスの取り

組みを積極的に伝えながら、協力関係を

築くように取り組んでいる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 市の長寿介護課や福祉課、地域包括

支援センターと必要に応じて連絡報告相

談を行っている。事故報告や補助金申

請、生活保護の件についても相談してい

る。 

市の長寿介護課や福祉課の保護係、地域包

括支援センターとの相談や連係は日常的に

図られ、長寿介護課にもよく来庁てもらってい

る 

    

5 
身体拘束をしない

ケアの実践 

代表者および全ての職員が「介護保険法

指定基準における禁止の対象となる具体

的な行為」を正しく理解しており、玄関の

施錠を含めて身体拘束をしないケアに取

り組んでいる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

身体拘束や虐待は絶対にしないための

指針やマニュアルがあり、委員会を定期

的に開催している。ホームの玄関の施錠

を日中はしないことを職員間で確認して

いる。利用者の中で帰宅願望が強い方

への対応は、都度職員が外の散歩など

を取り組むようにしている。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 研修は適切に実施きており、マニュアルや

指針に基づいた委員会ども定期的に開催さ

れ、利用者の身体拘束抑制の事例はないの

で安心できる。 
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6 虐待の防止の徹底 

管理者や職員は、高齢者虐待防止関連

法について学ぶ機会を持ち、利用者の自

宅や事業所内での虐待が見過ごされるこ

とがないよう注意を払い、防止に努めて

いる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 高齢者虐待防止法に基づく指針を作成

し、常に、不適切なケアのないように、職

員間で確認するとともに計画的に研修会

を開催し、職業倫理感を醸成するように

努めている。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 身体拘束抑制禁止、不適切なケアの禁止 

併せて高齢者虐待防止の指針に則って研修

会も実施れている。 

7 
権利擁護に関する

制度の理解と活用 

管理者や職員は、日常生活自立支援事

業や成年後見制度について学ぶ機会を

持ち、個々の必要性を関係者と話し合

い、それらを活用できるよう支援している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 権利擁護については、職員研修の中で

学んでいるが、成年後見制度や日常生

活自立支援事業等の制度について学ぶ

機会は少ない。 

      

8 
契約に関する説明

と納得 

契約の締結、解約また改定等の際は、利

用者や家族等の不安や疑問点を尋ね、

十分な説明を行い理解・納得を図ってい

る 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 入居時の契約書の説明と重要事項の

説明を行っている。報酬改定やホームの

食事代や水道光熱費等の改定があった

際には、利用者や家族に説明をおこな

い、同意を得ている。 

      

9 

運営に関する利用

者、家族等意見の

反映 

利用者や家族等が意見、要望を管理者

や職員ならびに外部者へ表せる機会を

設け、それらを運営に反映させている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 毎月の利用料請求書送付の際に、直

近の利用者の様子を手紙と写真にて報

告しており、定期的な広報誌も発行して

いる。また随時家族からの意見や要望を

受け付けるようにしている。 

また運営推進会議にて、様々な意見を

いただくようにしているが、第三者機関に

ついては特に設けていない。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 第三者委員会設置はないが、毎月利用者

の様子を写真とメッセージつきの手紙を発送

しているので職員は努力している。また広報

紙も定期的に発行していることで、利用者の

生活の様子がかりやすい。 

10 
運営に関する職員

意見の反映 

代表者や管理者は、運営に関する職員

の意見や提案を聞く機会を設け、反映さ

せている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 日常的に代表者や管理者は職員に意

見を聞く機会があり、代表者は 1 年 1 回

の職員とのヒアリング（意見交換）を行う

ようにしており、職場の環境改善等につ

いて反映するようにしている。 

      

11 就業環境の整備 

代表者は、管理者や職員個々の努力や

実績、勤務状況を把握し、給与水準、労

働時間、やりがいなど、各自が向上心を

持って働けるよう職場環境・条件の整備

に努めている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 代表者は職員個々の労働条件や休み

希望などを聞き、また随時休みの希望を

聞くようにしている。 

職員会議や研修の参加状況なども踏

まえて、給与水準が向上するように努め

ている。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 職員不足の中であっても、有休休暇や希望

休を付与している。また給与も昇給できる仕

組みもあり、経営者としても職場環境や待遇

改善に努力できているようだ。 

12 
職員を育てる取り

組み 

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケ

アの実際と力量を把握し、法人内外の研

修を受ける機会の確保や、働きながらト

レーニングしていくことを進めている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 代表者は外部研修などの希望を聞き、

積極的な研修の機会を設けるようにして

いる。また資格取得に向けた講習会等の

参加も後押ししている。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 
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13 
同業者との交流を

通じた向上 

代表者は、管理者や職員が同業者と交

流する機会を作り、ネットワークづくりや

勉強会、相互訪問等の活動を通じて、サ

ービスの質を向上させていく取り組みをし

ている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 同業者や関係機関との研修会参加や、

地域の関係者とのネットワークへの参加

をおこない、情報交換する機会を得てい

る。しかし業務の都合上参加できないと

きもある。 

      

14 
本人と共に過ごし

支えあう関係 

職員は、本人を介護される一方の立場に

おかず、暮らしを共にする者同士の関係

を築いている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 グループホームの制度や利用者支援

のための内部研修会を行い、利用者中

心の支援ができるために日々努力してい

る。またケアの理念に沿った支援につい

て職員が協働できるようにしている。 

      

15 
馴染みの人や場と

の関係継続の支援 

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの

人や場所との関係が途切れないよう、支

援に努めている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 家族の面会や友人の面会ができるよう

にしている。面会については感染対策の

上おこなうようにしている。 

また入居前のなじみの理美容院など

が利用できるように支援している。 

新型コロナやインフルエンザ等の対策によ

り、状況をみながら面会や外出外泊等の検討

をしてきたことにより利用者や家族も安心でき

ているのではないか。 

    

Ⅱ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント         

16 思いや意向の把握 

一人ひとりの思いや暮らし方、生活環境、

一日の過ごし方の希望や意向の把握に努

めている。 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

利用者個々の思いについて、ホーム

内だけの支援だけではなく、家族や地域

の協力も得ながら生活できるように支援

している。可能な限り利用者の意向に沿

うようにしている。 

      

17 

チームでつくる介

護計画とモニタリン

グ 

本人がより良く暮らすための課題とケアの

あり方について、本人、家族、必要な関係

者と話し合い、それぞれの意見やアイディ

アを反映し、現状に即した介護計画を作成

している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 介護計画について担当者会議を開催

し、利用者や家族の意向の確認や介護

計画の説明をする機会を設けている。直

接会議ができない場合は電話での聞き

取りや説明を行うようにしている。 

 介護計画書を拝見したところ、個別に生活

の支援方法が定められており、利用者本人

や家族の意向も盛り込まれている。 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 ３ヶ月１回の計画書の見直しでも、利用者

家族に対して、しっかりと説明ができている。 

18 
個別の記録と実践

への反映 

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや

工夫を個別記録に記入し、職員間で情報を

共有しながら実践や介護計画の見直しに

活かしている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 利用者支援についての申し送りを確実

に行い、気づいたことや改善すべきこと

があれば職員間での情報の共有ができ

るようにしている。また職員会議にて特

別な改善点がある場合には協議するよう

にしている。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 申し送りノートも細かく記録され、職員同士

の連携が図られている 

19 

一人ひとりを支える

ための事業所の多

機能化 

本人や家族の状況、その時々に生まれる

ニーズに対応して、既存のサービスに捉わ

れない、柔軟な支援やサービスの多機能化

に取り組んでいる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 利用者の状況が日々で変わることがあ

り、例えば急に散歩がしたい、あるいは

自宅に帰ってみたいという意向に沿うよ

うにしている。しかし職員体制によりでき

ない場合は、できる日に改めて実施する

 介護計画書にないことであっても、利用者

本人や家族が希望したことを、可能な限りか

なえてくれることは大事なことだ。また帰宅願

望がある方の対応もしっかりできている。 

    



 

- 4 - 
 

ようにしている。そのほか、在宅介護の

緊急時のショートステイの希望があれば

受け入れるように対応している。 

20 地域資源との協働 

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源

を把握し、本人が心身の力を発揮しながら

安全で豊かな暮らしを楽しむことができるよ

う支援している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 地域の関係者や団体との交流が少しず

つできるようになってきている。今後はも

っと地域へ出向くようにしたり、関係者と

の連携が図られるようにしたい。 

西小林地域の様々な事業所や社会資源との

関わりは大切なことだが、地域との交流もコ

ロナ以降できているのではないか 

  

21 
かかりつけ医の受

診支援 

受診は、本人及び家族等の希望を大切に

し、納得が得られたかかりつけ医と事業所

の関係を築きながら、適切な医療を受けら

れるように支援している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 利用者のかかりつけ医はそれぞれであ

るが、定期的な受診計画を立てて対応し

ている。また緊急的な受診についても柔

軟に対応している。 

      

22 
入退院時の医療機

関との協働 

利用者が入院した際、安心して治療できる

ように、また、できるだけ早期に退院できる

ように、病院関係者との情報交換や相談に

努めている。あるいは、そうした場合に備え

て病院関係者との関係づくりを行っている。 

 
 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 利用者が入院した場合などは、入院時

にホームからの情報を提供し、入院時に

も随時にも医療機関に情報を聞くように

しており、退院時には入院時の本人情報

をもらい、ホームでの支援が継続できる

ようにしている。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

  

23 

重度化や終末期に

向けた方針の共有

と支援 

重度化した場合や終末期のあり方につい

て、早い段階から本人・家族等と話し合い

を行い、事業所でできることを十分に説明し

ながら方針を共有し、地域の関係者と共に

チームで支援に取り組んでいる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 入所時の契約時に、終末期や重度化

の指針を説明して同意を得ているが、利

用者の状態が変化する中で、グループホ

ームとしてのケアの在り方をその都度本

人家族に説明している。 

これまでも終末期の看取りについて実

践してきた例がある。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 自分の最期をどう迎えたいか難しいところ

だと思うが、本人や家族に寄り添い、最終的

に関係者との連携も図りながらおこなってい

くことが必要と思う。 

24 
急変や事故発生時

の備え 

利用者の急変や事故発生時に備えて、全

ての職員は応急手当や初期対応の訓練を

定期的に行い、実践力を身に付けている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 急緊急時の対応については、救急法

や蘇生法を学ぶ機会を得ている。また

AED の取り扱いについても研修してい

る。緊急時の連絡体制も確立している。 

      

25 災害対策 

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問

わず利用者が避難できる方法を全職員が

身につけるとともに、地域との協力体制を

築いている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 年 2 回の総合防災訓練を実施してい

る。ただ地域の協力については、現在も

新型コロナの影響で停止しているので、

今後地域との協力体制を再構築していき

たい。また災害対応については指針を作

成して訓練計画を立てている。 

 災害時の停電等に対応するための非

常災害発電機を設置し、利用者の生活

が停滞しないようにしている。 
 

災害対策の訓練や研修会もしっかりできてい

るので、継続してほしい。いざというときのた

めの備えをしっかりしてほしい。 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

災害時の業務継続計画に基づいて、訓練や

研修を行っているが、非常食や緊急用の備

品などの備えを確認してほしい。 
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Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援          

26 

一人ひとりの尊重

とプライバシーの

確保 

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライ

バシーを損ねない言葉かけや対応をして

いる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 利用者の個性を尊重し、プライバシー

を守り、個人としての神格や人権を守る

ための声掛けや対応をしているが、時に

よっては仕事に追われるあまりに、でき

ていないこともある。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 コンプライアンス委員会にて検討し、研修

会を実施しているが、全職員の質の向上をこ

れからも図っていくことが大事である。 

27 
日々のその人らし

い暮らし 

職員側の決まりや都合を優先するのでは

なく、一人ひとりの日常生活における希

望や意向、暮らしのペースを大切にし、そ

の日をどのように過ごしたいか、希望に

そって支援している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 利用者の意向やペースに沿って支援し

ているが、時によっては、職員の都合を

優先してしまうことがあり、迅速な対応が

できないときもある。 

      

28 
食事を楽しむこと

のできる支援 

食事が楽しみなものになるよう、一人ひと

りの好みや力を活かしながら、利用者と

職員が一緒に準備や食事、片付けをして

いる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 食事は利用者のし好調査を行い、

好きなものや食べたいものをメニュー

に反映している。また食事形態は、そ

の人に合わせてキザミ食、ミキサー

食、一口大の刻みなどして提供を行っ

ている。 

 食事の準備や後片付け、茶碗洗いな

どもできる利用者にはお願いしてい

る。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 食の楽しみは大事なことだが、可能な限り

三食、そしておやつまで手作りにこだわって

いる。後片付けや洗い物なども利用者がで

きることを一緒にしていけるといいのではな

いか。 

29 
栄養摂取や水分確

保の支援 

食べる量や栄養バランス、水分量が一日

を通じて確保できるよう、一人ひとりの状

態や力、習慣に応じた支援をしている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 食事や水分量は毎食ごとに記録して

いる。水分は１日に 1500CC 以上を目

安として提供している。またお茶以外

にも口当たりの良い飲み物や脱水防止

のための飲み物を個別に提供してい

る。 

      

30 口腔内の清潔保持 

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎

食後、一人ひとりの口腔状態や本人の力

に応じた口腔ケアをしている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 毎食ごとに口腔ケアを行っている。

また義歯の衛生管理は毎日行い、必要

に応じて個別に訪問歯科の利用を行い

口腔内衛生に努めている。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 

31 排泄の自立支援 

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一

人ひとりの力や排泄のパターン、習慣を

活かして、トイレでの排泄や排泄の自立

にむけた支援、便秘の予防等、個々に応

じた予防に取り組んでいる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 排せつ介助が必要な方は、可能な限

りトイレへの誘導や声掛けを行い、自

然排せつができるように支援してい

る。また利用者個別に排せつパターン

を知り、便秘対策や排せつの自立に向

けた支援を行っている。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 排便コントロールがうまくできていない利用

者については、主治医に相談しながら取りく

んでいるので、家族も安心できると思う。 
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32 
入浴を楽しむこと

ができる支援 

一人ひとりの希望やタイミングに合わせ

て入浴を楽しめるように、職員の都合で

曜日や時間帯を決めてしまわずに、個々

にそった支援をしている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 入浴は利用者個別に対応している。

職員の勤務体制や行事などによって変

更することもあるが、可能な限り利用

者の意向に沿って入浴支援をしてい

る。また入浴できない場合には清拭を

行うようにしている。 

      

33 安眠や休息の支援 

一人ひとりの生活習慣やその時々の状

況に応じて、休息したり、安心して気持ち

よく眠れるよう支援している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 利用者の睡眠のサイクルは個別に異

なるため、入眠時間や起床時間につい

て、個別に配慮している。また利用者が

日中睡眠をとりたいときも休息支援など

をおこなっている。 

      

34 服薬支援 

一人ひとりが使用している薬の目的や副

作用、用法や用量について理解してお

り、服薬の支援と症状の変化の確認に努

めている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 かかりつけ医から処方された内服薬

は、担当者が仕訳を行い、薬の情報に

ついては、職員が共有できるようにフ

ァイル化している。 

誤薬のないように、３段階に分けて

内服薬の確認を行うようにしている

が、完全ではないときもあり、誤薬の

場合には薬剤師に相談するようにして

いる。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 ３段階にて服薬の確認をしているにもかか

わらず、見落としが生じている現実があるの

で、薬について職員全員がしっかり緊張感を

もって支援できるようにしていきたい。 

35 
役割、楽しみごとの

支援 

張り合いや喜びのある日々を過ごせるよ

うに、一人ひとりの生活歴や力を活かし

た役割、嗜好品、楽しみごと、気分転換

等の支援をしている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 計画的なレクリエーションや季節行

事を取り入れている。また個別の趣味

活動などはなかなかできていないが、

本人の意向に沿って散歩やドライブを

することもある。 

帰宅願望のある利用者の意向については、

応えることについて難しいこともあるので、す

べてについての受け入れは困難なのではな

いか。 

  

 墓参りについては、グループホームだから

こそできることもあると考える。そのほか料理

や洗濯物干しなど利用者と一緒にできること

もグループホームらしさである。 

36 日常的な外出支援 

一人ひとりのその日の希望にそって、戸

外に出かけられるよう支援に努めてい

る。また、普段は行けないような場所で

も、本人の希望を把握し、家族や地域の

人々と協力しながら出かけられるように

支援している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 コロナ禍と異なり、現在では屋外の

ドライブや外出、散歩なども本人の意

向や家族の協力を得ながらできるよう

になったが、今後さらに個別の意向を

踏まえて出かける機会を設けたい。 

 写真や記録を見ても日常的に外出やドライ

ブができていると思う。ほかのグループホー

ムでも戸外に出ていないケースもあるが、な

ごみでは計画的または随時希望に沿ってで

きているのではないか。 

    

37 
お金の所持や使う

ことの支援 

職員は、本人がお金を持つことの大切さ

を理解しており、一人ひとりの希望や力

に応じて、お金を所持したり使えるように

支援している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 原則ホームでは現金を預からないよう

にしているが、個人で持っていたい方は

少額の管理をお願いしている。 
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38 電話や手紙の支援 

家族や大切な人に本人自らが電話をした

り、手紙のやり取りができるように支援を

している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 本人の要望があれば電話をかけた

り、家族からの連絡をつなぐようにし

ている。携帯電話の持ち込みも可能で

あるが、現在は携帯電話を持つ方はい

ない。 

      

39 
居心地のよい共用

空間づくり 

建物内部は一人ひとりの身体機能やわ

かる力を活かして、安全かつできるだけ

自立した生活が送れるように工夫してい

る。共用の空間が、利用者にとって不快

や混乱をまねくような刺激がないように配

慮し、生活感や季節感を採り入れて、一

人ひとりが居心地よく過ごせるような工夫

をしている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 壁の絵なども季節感があるものを採

用しているが、利用者の生活の支障に

ならないように配慮している。また食

事のテーブル席やソファーの座る位置

なども、トラブルのないように配慮し

ている。 

 そのほか、場所がわかるように明示

したり印をつけるなどの工夫をして、

利用者が混乱しないようにしている。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 介護施設としての機能を生かしつつ、また

利用者が混乱しないような工夫が施してあ

る。 

Ⅳ．本人暮らしの状況把握・確認項目（利用者一人ひとりの確認項目）         

40 

本人主体の暮ら

し 

本人は、自分の思い、願い、日々の

暮らし方の意向に沿った暮らしができ

ている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 利用者の思いや願いを、しっかりと

聞いて支援することが基本であるが、

暮らしの中でホームの業務優先で進め

ていくことも少なくない。しかし例え

ば自宅に帰ってみたいなどの意向があ

るときには、家族の協力を得て実現す

るようにしている。 

今後もしっかりコミュニケーション

を図りながら本人の思いに添える様に

していきたい。 

      

41 

本人は、自分の生活歴や友人関係、

暮らしの習慣、特徴など様々な情報

をもとに、ケア・支援を受けることがで

きている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 入所前の情報や、本人や家族への聞

き取りなどにより、本人の生活歴や職

歴、趣味などを尊重して支援することを

基本にしているが、業務都合や職員の都

合によりできないこともある。 

      

42 

本人は、自分の健康面・医療面・安全

面・環境面について、日々の状況をも

とに、ケア・支援を受けることができて

いる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 毎日の血圧や体温、脈拍などの健

康管理を行い、異常があればかかりつ

け医にも相談しながら受診の支援も行

っている。常に日々の体調変化や身体

機能の変化を観察している。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 毎日の健康チェックや主治医との連携を図

り、家族への報告もできている。利用者の変

化があったときにも主治医家族へ相談して

ほしい。 
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43 

生活の継続性 

本人は、自分のペースで、これまでの

暮らしの習慣にあった生活ができて

いる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 利用者本人の生活のペースを尊重し、

喫煙などの習慣がある人も、宗教的な慣

習がある人も、入所前の慣習などを尊重

して支援している。 

      

44 

本人は、自分のなじみのものや、大

切にしているものを、身近（自室等）

に持つことができている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

  入所時に自宅で使用していたタン

スや、家族の写真、仏壇やお位牌な

ど、本人が安心できるものを居室に持

ち込むことを許可している。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 仏壇や位牌の持ち込みもあり、利用者が

安心できるように配慮できていることはすば

らしいと思う。 

45 

本人は、自分の意向、希望によって、

戸外に出かけることや、催（祭）事に

参加することができている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 利用者本人の意向に沿って、墓参り

や自宅への外出の支援ができている。

家族への協力もお願いしているが、す

べての利用者が希望したり実現したり

することではない。 

 また保育園や小中学校との交流はで

きている。 

    

 １００パーセントできなくても９０パーセント

でもいいと思う。ひとり一人に対する様々な

要望を聞き入れることは難しいので、場合に

よっては家族の協力も必要になると思う。 

46 

本人が持つ力の

活用 

本人は、自分ができること・できない

こと、わかること・わからないことを踏

まえた、役割や、楽しみごとを行うこと

ができている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 利用者は近年重度化しており、介護量

も増えているが、食前食後の後始末や皿

洗い、洗濯物たたみなど、できる利用者

には役割を持ってもらうようにしており、

個別の楽しみごとになっている。 

      

47 

本人は、自分がいきいきと過ごす会

話のひと時や、活動場面を日々の暮

らしの中で得ることができている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 ゆっくりゆったり流れる時間の中で、利

用者の傍らに寄り添って話をする場面を

作るようにしているが、重度化によりなか

なか話ができない方についても、声掛け

するようにしている。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

利用者さんを見ていると、ゆっくりしており、

職員の動きも慌ただしくなくゆっくりした時間

を過ごせている様子がうかがえる。 

48 

本人は、自分なりに近隣や地域の

人々と関わったり、交流することがで

きている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 なごみ祭りの際に地域との交流ができ

たが、近隣の方が畑作業中にも、居室の

利用者に話しかけてくれている。 

    

地域の一人暮らしの人も、グループホーム

があることで安心できるのではないかと思

う。 

49 総合 

本人は、この GH にいることで、職員

や地域の人々と親しみ、安心の

日々、よりよい日々をおくることができ

ている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 職員の現在の支援が、利用者の満足

度充足率を高めているか否か、わからな

いことでもあるが、客観的にこのホーム

でよかったと利用者や家族が思っていた

だけるように日々努力していきたい。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 本人が自宅でできないこともグループホー

ムであれば地域交流もできるので、利用者

が幸せを感じることができることが地域密着

型サービスであると思う。 
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自己評価・外部評価・運営推進会議活用ツール  ２０２５年度 グループホームひなた 

№ タイトル 評価項目 自己評価 記述 運営推進会議で話しあった内容 外部評価 記述 

Ⅰ.理念・安心と安全に基づく運営         

1 理念の共有と実践  

地域密着型サービスの意義をふまえた

事業所理念をつくり、管理者と職員は、そ

の理念を共有して実践につなげている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 毎年３月に理念の見直しや理

念についてのアンケートを職員全

体で実施している。結果を元に理

念を作成し掲載し共有している。 

      

2 
事業所と地域との

つきあい 

事業所は、利用者が地域とつながりなが

ら暮らし続けられるよう、認知症の人の理

解や支援の方法などを共有し、事業所自

体が地域の一員として日常的に交流して

いる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 感染症の影響でほぼ交流はないが５類

以降は、行きつけの美容室や文化祭見

学など地域等とのつながりが途絶えない

ようにしている。 

 交流が出来ていない理由としてコロナなど

の感染症があり交流が厳しいが感染状況を

みながら行ってもいいのでは？無理な行事は

控えてもいいと思う。 

    

3 
運営推進会議を活

かした取り組み 

運営推進会議では、利用者やサービス

の実際、評価への取り組み状況等につ

いて報告や話し合いを行い、そこでの意

見をサービス向上に活かしている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 会議録や職員会議での報告鵜を受け

て、検討や必要に応じて業務内容にいか

している。職員全員、会議録を把握して

いる。 

 A でいいのでは？なごみも十分にできてい

ると思う。 
    

4 市町村との連携 

市町村担当者と日頃から連絡を密に取

り、事業所の実情やケアサービスの取り

組みを積極的に伝えながら、協力関係を

築くように取り組んでいる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 必要時にケアマネ、管理者が連絡を取

っている。 

 このままでいいのでは。内容は共有してい

るのか？→申し送りノートやミーティング等で

共有できている。 

    

5 
身体拘束をしない

ケアの実践 

代表者および全ての職員が「介護保険法

指定基準における禁止の対象となる具体

的な行為」を正しく理解しており、玄関の

施錠を含めて身体拘束をしないケアに取

り組んでいる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

内部研修もあり、日々の業務を遂行する

中で身体拘束になっていないか気を付け

ながらケアに取り組んでいる。身体拘束

にならないよう居室のしつらえやベッド柵

の場所にも気を付けている。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 十分にできていると思う。このまま続けてほ

しい。 

6 虐待の防止の徹底 

管理者や職員は、高齢者虐待防止関連

法について学ぶ機会を持ち、利用者の自

宅や事業所内での虐待が見過ごされるこ

とがないよう注意を払い、防止に努めて

いる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 虐待防止委員会を中心に内部研修に

参加し不適切なケアから虐待にならない

よう 1 人 1 人気を付けていると思う。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 不適切なケアが１つの引きがねになり得

る。接遇も見直す事も大切ですね。 

7 
権利擁護に関する

制度の理解と活用 

管理者や職員は、日常生活自立支援事

業や成年後見制度について学ぶ機会を

持ち、個々の必要性を関係者と話し合

い、それらを活用できるよう支援している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 学習することは必要だと感じてはいる

が、詳しく知る機会がなく活用できていな

い。 
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8 
契約に関する説明

と納得 

契約の締結、解約また改定等の際は、利

用者や家族等の不安や疑問点を尋ね、

十分な説明を行い理解・納得を図ってい

る 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 入退所の際、家族に分かるように管理

者より説明はしている。他職員は契約内

容等に対して深く理解はしていないと思

う。契約に触れる機会が少ない。 

      

9 

運営に関する利用

者、家族等意見の

反映 

利用者や家族等が意見、要望を管理者

や職員ならびに外部者へ表せる機会を

設け、それらを運営に反映させている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 代表、管理者、ケアマネより文章や会

議録等で公表している。 
  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 十分できていると思う。このまま続けてほし

い。 

10 
運営に関する職員

意見の反映 

代表者や管理者は、運営に関する職員

の意見や提案を聞く機会を設け、反映さ

せている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 年一回あるヒアリングで直接意見を言

う場が設けられている。管理者は 1 人 1

人の意見を聞き、必要に応じミーティング

にて意見を話せる環境つくりを行ってい

る 

      

11 就業環境の整備 

代表者は、管理者や職員個々の努力や

実績、勤務状況を把握し、給与水準、労

働時間、やりがいなど、各自が向上心を

持って働けるよう職場環境・条件の整備

に努めている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 給与水準や昇給、加算等に対し理解で

きるような場がない。個人で聞く方もいる

が全体的な説明会はない。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 なかなか皆集めて会議をすることが難しい

中、十分にできていると思う。 

12 
職員を育てる取り

組み 

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケ

アの実際と力量を把握し、法人内外の研

修を受ける機会の確保や、働きながらト

レーニングしていくことを進めている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 内部・外部研修をはじめ、取り入れら

れることは実践している。日々の支援の

中で他職員から学べていると思う。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 全ての職員への共有は難しいと職員から

あったが十分できていると思う。 

13 
同業者との交流を

通じた向上 

代表者は、管理者や職員が同業者と交

流する機会を作り、ネットワークづくりや

勉強会、相互訪問等の活動を通じて、サ

ービスの質を向上させていく取り組みをし

ている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 外部研修からの復命書で学んでいる。

他施設等の交流はない。 
      

14 
本人と共に過ごし

支えあう関係 

職員は、本人を介護される一方の立場に

おかず、暮らしを共にする者同士の関係

を築いている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 本人ができることはして頂き、できない

ところを手伝っている。手伝いなくできる

ことはお願いしている。 

      

15 
馴染みの人や場と

の関係継続の支援 

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの

人や場所との関係が途切れないよう、支

援に努めている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 行きつけの美容室や墓参りに行く機会

を設けている。 

 行きつけの場所に行けることは、素敵だと

思う。ぜひ続けてほしい。 
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Ⅱ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント         

16 思いや意向の把握 

一人ひとりの思いや暮らし方、生活環境、

一日の過ごし方の希望や意向の把握に努

めている。 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 利用者 1 人 1 人の個性を大切にして

接している。否定しないように努めてい

る。 

      

17 

チームでつくる介

護計画とモニタリン

グ 

本人がより良く暮らすための課題とケアの

あり方について、本人、家族、必要な関係

者と話し合い、それぞれの意見やアイディ

アを反映し、現状に即した介護計画を作成

している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 ケアマネを中心に居室担当や管理者で

意見交換し、問題点や課題について話し

合っている。また、計画書作成前にミーテ

ィングにて全職員へ意見を伺う時もあ

る。 

 分かりやすくていいと思う。 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 家族にも共有できていていいと思う。 

18 
個別の記録と実践

への反映 

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや

工夫を個別記録に記入し、職員間で情報を

共有しながら実践や介護計画の見直しに

活かしている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 いつもと違うといった状況や状態につ

いてはケース入力や申し送りに記録し、

残すように努力している。なるべく記憶が

浅いうちに記録するように呼び掛けてい

る。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 十分にできていると思う。 

19 

一人ひとりを支える

ための事業所の多

機能化 

本人や家族の状況、その時々に生まれる

ニーズに対応して、既存のサービスに捉わ

れない、柔軟な支援やサービスの多機能化

に取り組んでいる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 その都度できる範囲ではあるが、その

方の状態に沿ったサービスを提供するよ

うに実施しているが、本人の状態に見合

わない事に対しての多機能化は柔軟性

がない。 

 本人の状況を理解して頂くことは重要なこと

ですし、ドクターからのアドバイスも必要と考

えられます。柔軟なサービス提供を今後も行

っていけばいいと思います。 

    

20 地域資源との協働 

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源

を把握し、本人が心身の力を発揮しながら

安全で豊かな暮らしを楽しむことができるよ

う支援している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 地元の商店で食材購入等をし、昔なが

らの関係性を大切にしている。 

 馴染みのあるお店など、関係性は今後も続

けてほしい。 
    

21 
かかりつけ医の受

診支援 

受診は、本人及び家族等の希望を大切に

し、納得が得られたかかりつけ医と事業所

の関係を築きながら、適切な医療を受けら

れるように支援している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

これまでのかかりつけ医を利用している

が、病状悪化や家族の意向で協力医へ

変更する場合もある。適切な医療を受け

入れられるよう家族にも提案している。  

      

22 
入退院時の医療機

関との協働 

利用者が入院した際、安心して治療できる

ように、また、できるだけ早期に退院できる

ように、病院関係者との情報交換や相談に

努めている。あるいは、そうした場合に備え

て病院関係者との関係づくりを行っている。 

 
 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 入院時は情報のやり取りを定期的に行

い、退院に向けて対応している。定期受

診の時から情報を伝え、いつでも相談で

きるように努めている。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 入院中の情報などは必ずご家族様へ報告

している。十分できていると思う。 
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23 

重度化や終末期に

向けた方針の共有

と支援 

重度化した場合や終末期のあり方につい

て、早い段階から本人・家族等と話し合い

を行い、事業所でできることを十分に説明し

ながら方針を共有し、地域の関係者と共に

チームで支援に取り組んでいる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 家族に、管理者、看護師、ケアマネより

情報を伝えて頂き、情報を共有してい

る。病院にも相談等を行い、チームで支

援をしている。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 終末期後のカンファレンスも行っている。十

分できていると思う。 

24 
急変や事故発生時

の備え 

利用者の急変や事故発生時に備えて、全

ての職員は応急手当や初期対応の訓練を

定期的に行い、実践力を身に付けている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 研修委員会を中心に救急搬送等の研

修を定期的に行っているが、全てにおい

て完璧に対応できているかは自身がな

い。 

      

25 災害対策 

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問

わず利用者が避難できる方法を全職員が

身につけるとともに、地域との協力体制を

築いている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 毎年、2 回防災訓練を実施している。夜

間帯は 1 人のため不安になってしまう気

持ちがある。 

 訓練は出来ているが夜勤の 1 人 

の時に職員は不安がある。夜間の訓練はで

きている。コロナ過の為、地域の方々の参加

協力のお願いが出来ていない。 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 なごみとひなたの自己評価の間を取ってＢ

評価でいいと思う。 

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援          

26 

一人ひとりの尊重

とプライバシーの

確保 

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライ

バシーを損ねない言葉かけや対応をして

いる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 人格を無視した声掛けや態度にならな

いよう気を付けて対応しているが、利用

者にとっては不快に感じることがあった

かもしれない。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 会議に参加されたご利用者様から直接「職

員のみんな親切にしてくださいます。」と言葉

をいただいた。 

27 
日々のその人らし

い暮らし 

職員側の決まりや都合を優先するのでは

なく、一人ひとりの日常生活における希

望や意向、暮らしのペースを大切にし、そ

の日をどのように過ごしたいか、希望に

そって支援している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 その方のペースで生活できるよう自己

決定を大切にして支援をしているが、良

かったかどうか分からない。 

      

28 
食事を楽しむこと

のできる支援 

食事が楽しみなものになるよう、一人ひと

りの好みや力を活かしながら、利用者と

職員が一緒に準備や食事、片付けをして

いる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 誕生日には好きなおかずを 1 品提供

し、行事では季節を感じる食事内容やホ

ットプレート料理など楽しみになるように

支援している。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

きちんと個人に対して色々と対応ができてい

る。なごみもひなたもどちらも十分にできてい

ると思う。 

29 
栄養摂取や水分確

保の支援 

食べる量や栄養バランス、水分量が一日

を通じて確保できるよう、一人ひとりの状

態や力、習慣に応じた支援をしている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 1 人 1 人に合った食事量や形態で提

供している。水分量も毎日チェックし不足

分は本人の好むものを提供している。 

      

30 口腔内の清潔保持 

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎

食後、一人ひとりの口腔状態や本人の力

に応じた口腔ケアをしている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 毎食後に口腔ケアの声掛けや実践が

出来ている。個人の歯に合ったブラシも

実践やケアにて支援している。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 訪問診療を取り入れているのがとても良

い。すごいと思う。口腔ケアは肺炎予防にも

なるので取り組みは大変良いと思う。 
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31 排泄の自立支援 

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一

人ひとりの力や排泄のパターン、習慣を

活かして、トイレでの排泄や排泄の自立

にむけた支援、便秘の予防等、個々に応

じた予防に取り組んでいる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 尿失禁やこぼしが少なくなるよう、パン

ツやパットの検討をしている。排泄パター

ンについては職員間で情報を共有し排

泄時の声掛けなど働きかけをしている。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 緩下剤の利用等もきちんとできていていい

と思う。排泄のため食事の工夫や水分を促

すこともきちんとしているのでいいと思う。 

32 
入浴を楽しむこと

ができる支援 

一人ひとりの希望やタイミングに合わせ

て入浴を楽しめるように、職員の都合で

曜日や時間帯を決めてしまわずに、個々

にそった支援をしている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 月～土は入浴日となっており毎日声掛

けをしている。なるべく入浴していない方

を中心に声掛けを実施。業務体制によっ

ては急遽入浴できない日もあれば日曜

日まで入浴日を設ける日も少なくない。 

      

33 安眠や休息の支援 

一人ひとりの生活習慣やその時々の状

況に応じて、休息したり、安心して気持ち

よく眠れるよう支援している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 好きな時間に居室で過ごしていただく

など自由にして頂いている。 
      

34 服薬支援 

一人ひとりが使用している薬の目的や副

作用、用法や用量について理解してお

り、服薬の支援と症状の変化の確認に努

めている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 処方箋の内容、変更があった際は申し

送りノートやケース入力し周知徹底に努

めている。なぜ変更等があったのか理由

も共有している。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 職員 2 人で薬の準備は確認しているが、

服薬の際、確認不足の時がある。何事も完

璧は出来ないだろう。との事で評価はほぼ出

来ているいいと思う。 

35 
役割、楽しみごとの

支援 

張り合いや喜びのある日々を過ごせるよ

うに、一人ひとりの生活歴や力を活かし

た役割、嗜好品、楽しみごと、気分転換

等の支援をしている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 外出（ドライブ）や菜園見学、野外散

歩、外気浴など気分転換になるよう支援

している。 

 外出は皆さんとても喜ばれるでしょう。そう

いう活動してくれているのはとてもいいと思

う。 

  
 是非活動を続けてほしい。コロナが落ち着

いたら積極的に活動していきたい。 

36 日常的な外出支援 

一人ひとりのその日の希望にそって、戸

外に出かけられるよう支援に努めてい

る。また、普段は行けないような場所で

も、本人の希望を把握し、家族や地域の

人々と協力しながら出かけられるように

支援している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 感染症拡大時は出来なかったが、5 類

以降より外出、外食が出来るようになっ

た為、積極的に計画をしていきたい。 

 工夫をして積極的に計画を立てている。    情勢的に無理でしょう。 

37 
お金の所持や使う

ことの支援 

職員は、本人がお金を持つことの大切さ

を理解しており、一人ひとりの希望や力

に応じて、お金を所持したり使えるように

支援している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 本人希望があれば所持できるが紛失

しても責任が負えないとし 5,000 円程度

は許可（契約上）。他は家族や事務所で

管理している為、使用する機会は少な

い。 
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38 電話や手紙の支援 

家族や大切な人に本人自らが電話をした

り、手紙のやり取りができるように支援を

している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 家族との電話や、年賀状、暑中見舞い

を書いて投函する支援をしている。 
 

      

39 
居心地のよい共用

空間づくり 

建物内部は一人ひとりの身体機能やわ

かる力を活かして、安全かつできるだけ

自立した生活が送れるように工夫してい

る。共用の空間が、利用者にとって不快

や混乱をまねくような刺激がないように配

慮し、生活感や季節感を採り入れて、一

人ひとりが居心地よく過ごせるような工夫

をしている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 自宅で慣れた物（食器、タンス、雑貨類

等）があれば家族に相談し持ち込んでい

ただいている。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 なごみもひなたも十分にできている。ご利

用者様の誕生日など飾りつけ等を行いくふう

している。 

Ⅳ．本人暮らしの状況把握・確認項目（利用者一人ひとりの確認項目）         

40 

本人主体の暮ら

し 

本人は、自分の思い、願い、日々の

暮らし方の意向に沿った暮らしができ

ている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 ご自身で判断し意思決定が出来る方

は希望している生活が送れていると思う

が、自己決定が難しい方は自分の思った

生活ができるかは分からない。 

      

41 

本人は、自分の生活歴や友人関係、

暮らしの習慣、特徴など様々な情報

をもとに、ケア・支援を受けることがで

きている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 出身地が近い方々が多く、顔見知りの

方がいると時は職員が間に入り会話をつ

なげている。 

      

42 

本人は、自分の健康面・医療面・安全

面・環境面について、日々の状況をも

とに、ケア・支援を受けることができて

いる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 病状の悪化や身体面での変化があっ

た際に、車椅子の利用や居室移動など

本人に適している支援内容を提供してい

る。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 完璧には無理でしょう。水分・食事摂取が

不十分で体調を崩す事もあると思うのです

が。毎日データを残している。食事、水分が

進まないときには代替食も準備している。 

43 

生活の継続性 

本人は、自分のペースで、これまでの

暮らしの習慣にあった生活ができて

いる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 入所当時は言いたいことも言えると思

うが、介助が必要になると自分のペース

で生活が出来ているとは思えないときも

ある。 

      

44 

本人は、自分のなじみのものや、大

切にしているものを、身近（自室等）

に持つことができている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 入所時に自宅で使用していた物や作っ

たもの、写真やメッセージなどを居室に

掲示して、安心した生活が過ごせるよう

な雰囲気作りを行っている。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 仏壇などの持ち込みもできる。食器やタン

スなども馴染みのあるものを持ち込んで頂け

ている。 
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45 

本人は、自分の意向、希望によって、

戸外に出かけることや、催（祭）事に

参加することができている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 コロナ為にであった為に地域の行事に

参加が出来ない日が続いている。現在ホ

ームで出来る花見ドライブや施設周辺の

散歩など実践している。 

      

46 

本人が持つ力の

活用 

本人は、自分ができること・できない

こと、わかること・わからないことを踏

まえた、役割や、楽しみごとを行うこと

ができている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 利用者 1 人 1 人にあった出来ることを

見つけ、家事手伝いやレク活動、おやつ

作りなど無理なく支援をしている。 

      

47 

本人は、自分がいきいきと過ごす会

話のひと時や、活動場面を日々の暮

らしの中で得ることができている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 利用者様から昔の話や仕事の話など

尋ねると生き生きと話をされる。また、ス

タッフから利用者への問いかけに話をさ

れることもあるので、内容にも注意してい

る。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 会話の出来ない利用者さんにも是非、声掛

けを継続して欲しい。 

48 

本人は、自分なりに近隣や地域の

人々と関わったり、交流することがで

きている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 感染予防のため地域の方々との交流

は現在も中々出来ていないが、GH なご

みやデイサービスの方との交流をしてい

る。 

      

49 総合 

本人は、この GH にいることで、職員

や地域の人々と親しみ、安心の

日々、よりよい日々をおくることができ

ている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 スタッフの共有支援により、利用者様が

毎日、安心して生活が出来るように思わ

れる。時々、感情が出て落ち着かないと

きは寄り添い話を聞いているが、ほぼ穏

やかに過ごされている。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 認知症サポーター養成講座等行っていて

非常によくできている。職員の頑張りにも A

評価でいいと思う。 

 


